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行政の「知らせる努力」と住民の「知る努力」

「土砂災害防止法」が2001（平成13）年4月に施行され、すでに危険な箇所に

住んでいる住民に対して、行政には 「知らせる努力」、住民には 「知る努力」に

よって、災害に強い地域にする方向性が打ち出された

平成14年度土砂災害防止推進の集い全国大会 「知らせる努力 知る努力」

コーディネーター：山崎登（NHK解説委員）
アシスタント：中村恭子（元NHKキャスター）



すでに危険な箇所に住んでいる住民に対して

危険な場所・区域を知る
危険な時を知る
逃げる場所・ルートを知る

危険な場所・区域を知らせる
危険な時を知らせる
逃げる場所・ルートを知らせる

今後の開発行為（新規建造）に対して

危険な場所に対し規制をかける（構造規制、建築抑制等）

土砂災害防止法 正式名称「土砂災害警戒区域等における土砂災害
防止対策の推進に関する法律」

対策工事とあわせソフト対策を充実



土砂災害防止法の枠組み

図の出典：国土交通省



土砂災害とは

土砂災害防止法（平成12年5月8日法律第57号）第２条

急傾斜地の崩壊（傾斜度が３０度以上である土地が崩壊する自然

現象をいう。）、土石流（山腹が崩壊して生じた土石等又は渓流の

土石等が水と一体となって流下する自然現象をいう。） 若しくは地

滑り（土地の一部が地下水等に起因して滑る自然現象又はこれに

伴って移動する自然現象をいう。）又は河道閉塞による湛水（土石

等が河道を閉塞したことによって水がたまる自然現象をいう。） を

発生原因として国民の生命又は身体に生ずる被害をいう。

＊自然現象＝自然に発生する物理的現象
地震、火山噴火、地すべり、津波、洪水、干ばつ

＊自然現象が起こっても、そこに人間活動がなければ単なる現象である

（人的・経済的被害がない＝災害にはならない）



土砂災害の種類

長雨や集中豪雨などに
よって、崩壊した山腹の
土砂や渓流の石などが
一気に下流へと流れ下
る自然現象

ゆるやかな斜面に水がし
み込み、地面が大きな塊
のまますべり落ちていく
自然現象

豪雨や地震などによって、
斜面が突然崩れ落ちる
自然現象

発生前

発生後

下のイラストの出典：NHKそなえる防災 池谷 浩氏 監修
砂防・地すべり技術センター 研究顧問



立山砂防視察 （立山カルデラ）

カルデラ：ポルトガル語で「大鍋」

池谷 浩氏（専務理事） 松村（理事）

「崩れ」文学碑
（幸田 文）

崩れを頭に頂いて

流れ出る川は、

暴れ川になる宿命を

負っている。

（幸田 文）

安政の飛越地震（1858年）では大鳶山と子鳶山

が崩れ、東京ドーム約330杯分の土砂が川を

ふさぎ天然のダムをつくった。

⇨ ダムが決壊し、大土石流に（安政の大災害）

（砂防・地すべり技術センター 役職は視察当時）



立山砂防
工事事務所



立山砂防
工事事務所

「崩れ」文学碑
多枝原平展望台

水谷出張所

立山温泉跡地

大鳶地震の碑



日本は土砂災害多発国

1 雨が多く、集中して大量に降る ⇨ 土石流、地すべり、がけ崩れ

日本の年平均降水量は 約1,700ミリ。 世界平均降水量 880ミリの約2倍

季節ごとの変動が激しく、梅雨期と台風期に集中している

＊日本の降水量：1971年から2000年にかけての平均値
＊世界の降水量：1977年開催の国連水会議における資料に基づく

2 積雪地帯が多い ⇨ なだれ、雪解け水

6 世界有数の火山国 ⇨火砕流、溶岩流、泥流。火山灰が原因で土石流

5 地震多発国 ⇨ がけ崩れ、地すべり、河道閉塞などにより土石流

4 河川は急勾配、流路が短い ⇨ 土砂崩壊、河川の氾濫

3 山岳国で、もろい地質の山が多い ⇨ 崩れやすい

国土の50%が積雪地帯で豪雪地帯にも人が住んでいる

国土面積の70%が山地



2015（平成27）年の土砂災害

土砂災害発生件数 ７８８件

土石流等 ： 145 件

：

がけ崩れ ： 599 件

出典：国土交通省 砂防部

人的被害：死 者 2名
負 傷 者 14名

人家被害：全 壊 17戸
半 壊 14戸
一部損壊 86戸

【被害状況】

＊ 年間を通じた発生件数は

近5年の平均を下回り、

少なかった。



最近10年の土砂災害発生件数

出典：国土交通省 砂防部



最近5年の月別発生件数

出典：国土交通省 砂防部

土砂災害の発生は、3月〜5月の融雪、6月〜7月の梅雨前線豪雨、

8月〜10月の台風時期に集中している。



2015年台風15号の大雨に伴う土砂災害の発生状況

出典：国土交通省 砂防部



土砂災害から身を守る３つのポイント

① 住んでいる場所が 「土砂災害危険箇所」 かどうか確認する

土砂災害の危険箇所は全国に53万箇所

住んでいる区域が 「土砂災害警戒区域」 に指定されているか確認する

土砂災害防止法に基づき都道府県知事が指定

＊土砂災害危険箇所でなくても、付近に 「がけ地」 や 「小さな沢」 があれば注意

② 雨が降り出したら土砂災害警戒情報に注意する

雨が降り出したら、雨雲の動きや 「土砂災害警戒情報」 に注意する

気象庁ホームページや国土交通省砂防部のホームページなどで確認する

③ 土砂災害警戒情報が発表されたら早めに避難する

土砂災害警戒情報や避難勧告が発表されたら、早めに安全な

避難場所に避難する
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① 住んでいる場所が 「土砂災害危険箇所」 かどうか確認する

土砂災害の危険箇所は全国に53万箇所 （平成27年5月：政府広報オンライン）
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①土砂災害警戒区域と特別警戒区域について

土砂災害警戒区域 （通称： イエローゾーン）

土砂災害特別警戒区域 （通称： レッドゾーン）

土砂災害防止法施行令 第二条

土砂災害防止法施行令 第三条

■急傾斜地の崩壊
イ 傾斜度が３０度以上で高さが５ｍ以上の区域
ロ 急傾斜地の上端から水平距離が１０ｍ以内の区域
ハ 急傾斜地の下端から急傾斜地高さの２倍（５０ｍを超える場合は５０ｍ）以内の区域

■土石流
土石流の発生のおそれのある渓流において、扇頂部から下流で勾配が２度以上の区域

■地すべり
イ 地すべり区域（地すべりしている区域または地すべりするおそれのある区域）
ロ 地すべり区域下端から、地すべり地塊の長さに相当する距離（２５０ｍを超える場合は、

２５０ｍ）の範囲内の区域

急傾斜の崩壊に伴う土石等の移動等により建築物に作用する力の大きさが、

通常の建築物が土石等の移動に対して住民の生命又は身体に著しい危害が

生ずるおそれのある崩壊を生ずることなく耐えることのできる力を上回る区域

※ ただし、地すべりについては、地すべり地塊のすべりに伴って生じた土石等により

力が建築物に作用した時から３０分間が経過した時において建築物に作用する

力の大きさとし、地すべり区域の下端から最大で６０ｍ範囲内の区域



イエローゾーン
（土砂災害警戒区域）

急傾斜地の崩壊等が発生した
場合に、住民等の生命又は身
体に危害が生じるおそれがあ
ると認められる区域。
危険の周知、警戒避難体制の
整備が行われる。

図：国土交通省砂防部資料より引用

レッドゾーン
（土砂災害特別警戒区域）

急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、建築
物に損害が生じ住民等の生命又は身体に
著しい危害が生ずるおそれがあると認めら
れる区域。
特定の開発行為に対する許可制、建築物の
構造規制等が行われる。



住んでいる地域が土砂災害警戒区域かどうか確認する方法

http://dosyasaigai.pref.kanagawa.jp/website/kanagawa/gis/index.html

神奈川県土砂災害情報ポータル

国土交通省砂防部のホームページ

http http://www.mlit.go.jp/river/sabo/link_dosya_kiken.html

神奈川県の情報は下記にある

クリック





■神奈川県で 「全国がけ崩れシンポジウム」 が開催

された1992年（平成4年）当時、がけ崩れのおそれ

のある危険箇所の公表やハザードマップの作成は

とんでもないことだった。

■宅地分譲に支障が出る。

せっかく買った土地の資産価値が下がる。

■国が制度づくりに向けて委員会を発足

「斜面懇談会」（建設省：1992年〜）

「21世紀の土砂災害対策を考える懇談会」
（国土交通省：2002 年〜）（いずれも委員）

■2000年5月に 「土砂災害防止法」 が成立

2001年4月に施行された。

■「知らせる努力 知る努力」 の方針が出された。



シンポジウムは NHK

金曜フォーラムにて放映

基調講演： 岡田義光

科学技術庁防災科学技術研究所地震調査研究センター長

「地震予知の今日的課題と防災」

吉村秀實
NHK解説委
員

松村 林 春男
京都大学防災
研究所教授

岡田 義光
科技庁地震調査
研究センター長

石田 東生
筑波大学
社会工学系教授

三宅 篤
建設省横浜
工事事務所長

石田教授と松村は
道路審議会専門委員

1997年
8月27日
開催

道路防災

シンポジウム

神奈川県民ホール



道路防災シンポジウムの背景

■1995年1月に兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）発生
1997年は第11次道路整備５ヵ年計画の最終年度にあたり、次期５ヵ年計画（新たな
道路計画）の方向性を検討中であった。
阪神・淡路大震災によって 「道路防災」の大切さが再認識された。

■1993年8月、鹿児島市周辺集中豪雨
鹿児島市内は３つの河川が氾濫。
急傾斜地ではがけ崩れが発生し、住宅や車を押しつぶした。
郊外の竜ケ水では土砂災害で国道10号が寸断された。
竜ケ水駅で立ち往生した日豊本線の列車が土石流に呑み込まれたが、危険を察知
した乗務員が乗客を避難させたため、ほとんどの乗客が助かった。

■1996年2月、北海道古平町の豊浜トンネル岩盤崩落事故
豊浜トンネルの坑口付近で巨大な岩盤が崩れ落ち、トンネルを通行中の路線バスと
乗用車の２台が圧しつぶされた。
この事故で、バスの乗客、運転手、乗用車の乗員、合計20名全員が死亡した。

事故をきっかけに、トンネル坑口など岩盤の急斜面の緊急点検が行われた。

■1997年7月（シンポジウム直前）、鹿児島県出水市針原地区で土石流災害
針原川は土石流危険渓流に指定されており、砂防ダム（堰堤）が建設中だったが、
完成間近に設計を大幅に上回る土石流が発生した。



鹿児島市竜ケ水土砂災害 （1993年8月）

竜ケ水の地名の由来：竜が水を吹くように水害が多い

竜ケ水駅周辺の被害

竜ケ水駅周辺のコンクリート塊

図と写真：南九州大学 高谷 精二教授作成
「鹿児島市竜ケ水駅で起きた土石流による列車切断について」
「竜ケ水駅周辺の被害ー南九州大学」より引用

竜ケ水崩壊の全景
右側の崩壊が停車中の列車を押し流す被害を起こした沢
（最上部：238m）
左側は駅裏崩壊（最上部：150m)
左上方のうす緑部分：1977年崩壊の復旧工事跡



豊浜トンネル岩盤崩落事故 （1996年2月10日）

地図出典：毎日新聞

北海道古平町の国道229号

豊浜トンネル（全長1086m）で、

岩盤（総重量2万1000トン）が崩落

19人が乗った路線バスと、１人が

乗った四輪駆動車が下敷きとなり、

20人全員が死亡。

路線バスの乗客のうち

８人が小中学生

写真：『建設グラフ』 （株）自治タイムス社



被災前の針原地区 被災後の針原地区

出典：出水市『出水市針原地区土石流災害の記録』 1999年

出水市針原地区土石流災害 （1997年7月）

砂防ダム

針原公民館

砂防ダム

針
原
公
民
館



道路防災シンポジウムでの主な発言

■道路災害には大きく3種類
「1 山側の斜面が崩れたり、落石がある」、「2 道路の路肩が崩落する」、
「3 沢からの土砂流出で路面が封鎖されたり、橋が埋まってしまう」
原因：豪雨、地震、自然風化 （松村）

■道路防災の方策として「1 被害抑止」、「2 被害軽減」 （林）

■人間は、災害が起きやすいところにわざわざ住む
活断層に沿って直線状の谷→街道筋→宿場町が発達 （岡田）

■震災から得た教訓
＊ 「1 行政の限界」 大規模の災害になると一部の専門家だけでは対処できない

被災者自身が助け合い、努力する。自分のことは自分で守る（自助）が防災の原
点だということを痛感。
「２ 日ごろやっていることしか災害時にはできない」

日ごろ使っている道路に人は集中する。「防災を日常の延長として考える」 （林）

＊災害直後には道路が最大のライフライン。緊急的な輸送道路を確保する。 （石田）

＊防災とは、ふだん正常に機能している施設を守ること。
緊急輸送道路ネットワーク（防災上の拠点を結ぶネットワーク）を優先的につくる。
関東の場合、海や河川も含めた輸送網を作り上げ、有効に機能させる。 （三宅）



道路防災シンポジウムでの主な発言 2

■風水害・土砂災害の教訓と対策
＊都市は大きな河川の河口部分に発達している。沖積層で地盤が悪い。急傾斜地も

多い。施設が壊れないことも大切だが、被害を少なくする工夫が重要。 （石田）

＊急傾斜地（傾斜角30度以上）を整備し続けても、危険箇所は全く減らない。
市街化が進み、斜面周辺まで住宅が立地している。
日常の点検は欠かせないが、危険を把握した時の対策が重要。
（97年）5月、秋田県角館市で地すべりによる土砂災害が起きたが、事前の適切な
誘導で人的被害はなかった。逆に出水市では21名が亡くなっている。
角館では地元で旅館を営んでいる人が危険を察知して事前に避難させた。
出水市では予兆をキャッチしながら、それが土石流の前触れだと分からなかった。
土砂災害の前兆現象を分かりやすくPRすることが大事。 （松村）

＊今後は災害弱者対策が力を入れて取り組む課題となる。
1993年8月の鹿児島の集中豪雨では、がけ崩れで病院に入院中の16名が犠牲に
なったが、ほとんどがお年寄りだった。
災害時には情報をいち早く流し、適切な避難を誘導しなければならない。 （松村）

＊「道路審議会建議」では、３つ訴えた。
１ PI（パブリック インボルブメント） 参加と情報公開

２ 戦略的施策展開 サービス目標は、国民の皆さんの満足度で示すべき
３ 評価システムをきちんと作り、情報を正しく提示する仕組みにする。

（石田）



土砂災害から身を守る３つのポイント

① 住んでいる場所が 「土砂災害危険箇所」 かどうか確認する

土砂災害の危険箇所は全国に53万箇所

住んでいる区域が 「土砂災害警戒区域」 に指定されているか確認する

土砂災害防止法に基づき都道府県知事が指定

＊土砂災害危険箇所でなくても、付近に 「がけ地」 や 「小さな沢」 があれば注意

② 雨が降り出したら土砂災害警戒情報に注意する

雨が降り出したら、雨雲の動きや 「土砂災害警戒情報」 に注意する

気象庁ホームページや国土交通省砂防部のホームページなどで確認する

③ 土砂災害警戒情報が発表されたら早めに避難する

土砂災害警戒情報や避難勧告が発表されたら、早めに安全な

避難場所に避難する



②土砂災害警戒情報について

気象庁のホームページ

国土交通省砂防部のホームページ

http://www.jma.go.jp/jp/dosha/

http://www.mlit.go.jp/river/sabo/sabo_ken_link/index.html

都道府県が公開している

土砂災害警戒情報等の防災情報

ウェブ上で該当地
域をクリックすると、
地域の最新情報
が表示される



2016年台風９号関東地方上陸時 国土交通省 川の防災情報

洪水予報・水位周知河川情報発表地域図

水系名 区間名 発表状況

利根川 渡良瀬川下
流部

はん濫注意情報

荒川 新河岸川 はん濫注意情報

荒川 入間川流域 はん濫警戒情報

多摩川 多摩川 はん濫注意情報

多摩川 浅川 はん濫警戒情報

鶴見川 鶴見川 はん濫警戒情報

多摩川 大栗川 はん濫危険情報

出典：国土交通省 川の防災情報
2016年 8月22日



土砂災害警戒判定メッシュ情報 （気象庁）

土砂災害警戒情報や

大雨警報（土砂災害）

等を補足する情報

５km四方の領域（メッシュ）

ごとに、土砂災害の起こり

やすさをもとに定めた基準

に土壌雨量指数等が達し

たかを判定した情報で、

危険度の高まりを５段階で

表示

メッシュの色と避難行動

色 説明

避難指示

避難勧告

避難準備情報

資料：気象庁



2016年台風9号関東地方上陸時の土砂災害警戒判定メッシュ情報

2016年8月22日15時20分 YAHOO！JAPAN より引用



土砂災害から身を守る３つのポイント

① 住んでいる場所が 「土砂災害危険箇所」 かどうか確認する

土砂災害の危険箇所は全国に53万箇所

住んでいる区域が 「土砂災害警戒区域」 に指定されているか確認する

土砂災害防止法に基づき都道府県知事が指定

＊土砂災害危険箇所でなくても、付近に 「がけ地」 や 「小さな沢」 があれば注意

② 雨が降り出したら土砂災害警戒情報に注意する

雨が降り出したら、雨雲の動きや 「土砂災害警戒情報」 に注意する

気象庁ホームページや国土交通省砂防部のホームページなどで確認する

③ 土砂災害警戒情報が発表されたら早めに避難する

土砂災害警戒情報や避難勧告が発表されたら、早めに安全な

避難場所に避難する



③早めの避難（自分の命は自分で守る）

■土砂災害の危険区域に自宅がある場合には、遠くにある指定緊急避難

場所だけでなく、危険区域の外にある近くの安全な場所も確保しておく。

■「自分の命は自分で守る」 を基本に、大雨になる前、 「避難準備情報」

（土砂災害警戒判定メッシュ情報の赤色）が出されたら、早めに安全な

ところに自主避難する。

■土砂災害が発生するときは、何らかの前兆現象が現れることがある。

避難勧告等が発令されていなくても、「いつもと違う」 「おかしい」と感じ

たら（前兆現象に気づいたら）、周囲の人に知らせ、いち早く避難する。

■前兆現象を確認するためであっても、危険なところには近づかない。

■災害が発生せずに終っても「避難が無駄になった」と考えない。



土砂災害の前兆現象

土石流 地すべり がけ崩れ

＊立木が裂ける音や石
が転がりぶつかり合う
音が聞こえる

＊急に川の水が濁り、
流木が混ざりはじめる

＊降雨が続くのに川の
水位が急に下がる

＊地鳴り（ゴーという音）
がする

＊土臭いにおいがする

＊亀裂や段差が発生し
たり、拡大する

＊樹木が傾く

＊根の切れる音がする

＊地面がひび割れたり、
陥没する

＊がけや斜面から水が
噴き出す

＊地鳴り、山鳴りがする

＊がけから新たな湧き水
が発生する

＊湧水量が増加する

＊湧き水が止まる・濁る

＊斜面に亀裂が発生する

＊小石がボロボロと落ち
てくる

＊地鳴りがする



施設効果の事例：栃木県日光市芹沢（田茂沢第１、第２砂防堰堤）

出典：国土交通省 砂防部

せりさわ たもさわ



施設効果の事例：栃木県日光市鬼怒川温泉小原沢

出典：国土交通省 砂防部

きぬがわおんせん おばらさわ



施設効果の事例：愛媛県宇和島市蛤

出典：国土交通省 砂防部

うわじまし はまぐり



火山の噴火に備える

図の出典：気象庁

全国110の活火山の分布



主な火山災害

① 大きな噴石

火口から吹き飛ばされる直径約50㎝以上の大きな岩石

噴火警報等を活用した事前の入山規制、避難が必要

② 火砕流

高温の火山灰や岩塊が一体となって急速に山体を流下する。身を守ることは不可能。

③ 融雪型火山泥流

積雪期の火山で火砕流等の熱により斜面の雪が融けて大量の水が周辺の土砂や

岩石を巻き込み高速で流下。積雪期の噴火時には事前の避難が必要

④ 溶岩流

マグマが火口から噴出し、高温の液体のまま地表を流下する。

流下速度は比較的遅い＝人の足による避難が可能

⑤ 小さな噴石・火山灰

小さな噴石（噴火により噴出した固形物のうち直径2mm以上のもの／火山れき）や

火山灰（直径2mm以下のもの）は屋内等に退避

⑥ 火山ガス

マグマに溶けている水蒸気や二酸化炭素、硫化水素などが気体となって放出される

⑦ 火山噴火に伴う堆積物による土石流や泥流



火山の噴火警戒レベル

火山活動の状況に応じて、「警戒が必要な範囲」と、防災機関や住民等の「取るべき防災対応」を

５段階に区分して発表する指針 図表の出典：気象庁



噴火警戒レベルが運用されている火山

2016年7月現在

37 火山

出典：気象庁HP



2015年の火山活動について

出典：国土交通省 砂防部



富士山の噴火に備える

＊富士山は、1707年の宝永噴火から300年以上噴火していない。

＊歴史的には溶岩流が山麓まで流下した延暦噴火（800年）や貞観噴火（864年）、多量の

噴石や火山灰が広域に堆積した宝永噴火等、多数の噴火が記録されている。

＊『富士山ハザードマップ検討委員会報告書』（平成16年6月）を参考に、火山噴火に伴う

土砂移動現象の規模を設定し、ハード対策とソフト対策の基本的な考え方をまとめた。

＊『富士山 火山噴火緊急減災対策砂防計画』 （基本編） （平成27年12月策定）

国土交通省中部地方整備局富士砂防事務所、山梨県、静岡県

山梨県富士山科学研究所 客員研究員

広報誌「ふじあざみ」等でPR

拙宅にも毎号送付される

噴火発生時の緊急時だけでなく、

平常時の準備対策も含めた計画



噴火シナリオの時系列に沿った緊急ソフト対策・ハード対策

「ふじあざみ」No.97



緊急時に実施するハード・ソフト対策の概要

「ふじあざみ」 No.97 2016年3月17日号より引用



ご清聴ありがとうございました


